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石綿による健康被害の救済に関する法律に基づく 

被認定者のばく露状況調査について（案） 

 

１．調査目的 
石綿による健康被害の救済に関する法律（以下「救済法」という。）の施

行にあたっては、衆参両議院における法律案の附帯決議において、石綿によ

る健康被害の実態について十分に調査・把握し、本制度の施行に反映させる

よう努めることとされている。 
これを踏まえ、救済法に基づき石綿を吸入することにより指定疾病にかか 

った旨の認定を受けた者及び当該指定疾病に起因して施行日前に死亡した者

と認められた者（以下「被認定者等」という。）の職歴や居住歴を把握して、

ばく露状況を調査することにより全国的な石綿ばく露の実態を把握し、救済

法附則第６条に基づく見直しの際に資するものとする。 
 
２．調査内容及び方法 
（１）調査内容 

被認定者等のうち、調査に協力可能な者について、職歴・居住歴・生活

歴に関する情報を収集し、ばく露実態を把握・分類し、解析することによ

って、被認定者等の全国的な分布状況を把握する。 
なお、調査の実施にあたっては、救済法第３条に基づき石綿による健康

被害の救済のため支給される給付を実施している環境再生保全機構が有す

る被認定者等に関する個人情報を扱うものとする。 
 

  ○被認定者等数（H19.3.29時点） 
    中皮腫 肺がん 計 
医療費の支給に係る申請 627 172 799 
特別遺族弔慰金等の請求 1,538 52 1,590 

合   計 2,165 224 2,389 
 
（２）実施主体 
   環境省が、独立行政法人環境再生保全機構に委託して実施。 
（３）実施方法 
①  職歴、居住歴等に関する情報の収集・集計 

被認定者等が独立行政法人環境再生保全機構に申請・請求の際に添付

した居住歴、職業歴等に関するアンケート（別紙）を集計し、その回答

内容から下記(ア)～(エ)に分類する。 
(ア)  直接石綿を取り扱っていた職歴がある者及び直接ではないが、
職場で石綿ばく露した可能性のある職歴がある者 

(イ)  家族に石綿ばく露の明らかな職歴がある者が作業具を家庭内に
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持ち帰ることなどによる石綿ばく露の可能性がある者 
（ウ） 職域以外で石綿取扱い施設や吹き付け石綿の事務室等に立ち入

り経験がある者 
(エ)  (ア)～(ウ)以外のばく露の可能性が特定できない者（居住地や学
校・職場等の周辺に石綿取扱い施設がある場合も含む） 

  ② 追加的なアンケートの実施 
上記①において、詳細に確認すべきと判断される被認定者について、

追加的なアンケート調査を実施し、情報収集に努める。 
  ③ 集計結果の取りまとめ 

①、②により収集した情報により、認定の種別（中皮腫・石綿によ 
る肺がん）ごとに被認定者等の性別、年齢、ばく露分類、過去の居住地

について集計する。 
特に、（ウ）及び(エ)と分類された者については、特定の地域（市町村
レベル）にどの程度集中しているかについて把握するものとする。 

 
 








